2011年度海外臨床実習報告書 by 杉山 弘樹
実習期間：２０１１年５月２日～５月２７日 ４週間
実習先：UiTM（マラ工科大学，マレーシア）
第１週 ５／２－５／６free（翌週からの準備と一部実習）
第２週 ５／９－５／１３Cardiology
第３，４週 ５／１６－５／２７Primary Care
１．はじめに
この実習報告書は主に海外臨床実習を選択しようと考えている人に向けての内容が主になります。また，
マレーシアを実習先に選択した学生は今年度５人もおり，それぞれ重複する内容も多いと思いますので，私
自身が感じていた内容を中心に書きたいと思います。海外臨床実習は一見かなりハードルが高く，簡単には
チャレンジできないような代物に感じる方も多いと思いますが，それは渡航先で大きく変わると思います。
もちろん，場所によってはかなりの英語力が必要になる実習先
もありますが，大学入学レベルの英語があれば何とか１ヶ月間
の生活をこなせる実習先もあるのです。なので，私はぜひこれ
を読んでいる後輩たちにもぜひ海外臨床実習を経験していただ
きたいと考えています。自分自身が突然そんなことを言われた
ら，かつての自分なら間違いなく躊躇し，「無理だ」といった
と思います。しかし，勢いでこの貴重な経験をし，嵐のような
１ヶ月を過ごした後の自分からすると，その躊躇を一歩踏み越
えただけで，さまざまな経験ができると断言できます。今回，
この報告書ではぜひその躊躇を越えられるような一助になれば
と思います。
２．海外実習を希望した理由
私は特に英語が好きなわけでも，海外に興味があったわけでもありませんでした。ただ，残り少ない学部
生としての時間を過ごしていくうえで，一体何をしておきたいか，何をしなきゃいけないかと考えたら，こ
れから先時間が無くてできなくなる前にやりたいことをしておきたい，若いうちにたくさんの未知や幅広い
ものの考え方を知っておきたいと考えました。そうすると必然的に未知の世界で１ヶ月間生活をするという
海外臨床実習をするという選択肢が輝いて見えました。あとは小林睦君の誘いもあり，勢いに任せて海外臨
床実習を選択するという経緯になりました。英語はリスニングだけ受験期に重点的に勉強していたため，英
語が聞けるというささやかな自信があったのも勢いで決められた大きな要因になっていたと考えられます。
何より，マレーシアの実習は複数人での実習であったためかなりハードルが低かったことも大きな後押しに
なりました。
３．実習までの準備
まず，マレーシアを実習先に選択するという作業でしたが，もう予め他の４人が実習を選択して決定して
いた状態だったので滑り込みでメンバーに入れてもらえるという形になりました。具体的には１１月の終わり
に小林睦君から話を聞き，その２日後に慌てて山城先生のところに申込みに走ったというものでした。本来
のステップからは大きく外れているであろう選択の仕方なのであまり参考にならないかもしれません。マ
レーシアの実習を希望する場合はできる限り早く山城先生に相談に向かったほうが良いと思います。
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実習に向けての勉強ですが，実習のメンバーでやったものは１００cases を一つずつ解いていくというもの
で，それは他のメンバーの報告書を参照してください。私個人で勉強したのは，まず英語の日常会話集が
入った教材（CD 付き）を購入し，山城先生から頂いた医学生の海外実習のための英語教材の CD とともに
一つのデータ CD にして車で流し続けました。英語学習から久しく遠ざかっていた身だったので，日常的に
英語に触れられる機会を作れて効果的だったと考えています。何より，対策をしないと全くもって英語のリ
スニングは出来ないので，自分なりの方法を見つけて必ず英語を聞く練習をしておくことは帰国子女でない
場合は実習のスタートをスムーズにするうえで大事になってきます。私はこの方法を３ヶ月ほど続け，実習
開始までにある程度英語のリスニングに対する感覚を元に戻すことができました。また，みんなで買った１００
cases を全部解くということも実習開始前までに何とか達成しました。１００cases は英語で書かれているだけ
で，内容はクエスチョンバンクに毛が生えた程度のもので国家試験の対策にもなったのでぜひ解いてみるこ
とをオススメします。
４．実習とマレーシアでの生活について
他のメンバーの報告書と重複すると思いますが，マ
レーシアの実習では原則マレーシアの学生と一緒に実習
を行いました。一緒に実習をした学生は UiTM におけ
る４年生にあたり，向こうの卒業が６年生の８月に行わ
れることを考えると，ほぼ私たちと同じ立場にあたる学
生と実習を共にしたといえます。実習の内容に関しては
また他のメンバーの報告書を参照してください。私は実
際に向こうでの生活をしてどうだったかを中心に書きた
いと思います。
私の基本的な生活は以下のようなパターンになりま
す。
AM６：５０ 起床→AM６：５５ シャワー→
AM７：１０ 朝ご飯→AM８：３０ 午前の実習
PM１３：００ 昼ご飯→PM１４：３０ 午後の実習→PM１８：３０ 運動→PM１９：３０シャワー→PM２０：００ 夕ご飯
といったものでした。夕ご飯が終わったらフリーですが，疲労困憊して何もする気が起きませんでした。ま
ず，シャワーが２回あるのは，朝シャワーを浴びないんだよと言ったらすごく驚かれ，「こっちではありえ
ないよ」と言われたため朝にもシャワーを浴びるようになりました。向こうの人は暑いので汗をたくさんか
くのですが，すごく綺麗好きでした。日本だと医学生がつけていると変に見られがちな香水も，向こうでは
ほぼ全員がつける当たり前の習慣となっていました。アフター５の運動は別に強制されるものではないので
すが，たくさん友達が出来るのと，それが自分の実習をするうえで非常に大事なことだと思い，毎日参加し
ていました。マレーシアでは活動的な学生が毎日自由に運動しています。サッカー，卓球，バドミントンが
日常的に行われていて，私はバドミントン経験者だったので主にバドミントン，飽きたらサッカーや卓球を
していました。部活ではなく，やりたい人がやるというスタンスのものな
のでメンバーは半分固定で残りは入れ替わりのようなものでした。毎日の
運動でたくさんの会話をし，友達を増やすことができたというのは自分の
実習にとってかなり大きなプラスとなりました。
マレーシアの学生はかなりモチベーションが高く，臨床で使うというこ
とを意識し，教える側も臨床でどう使うかなどかなり踏み込んだ学習をし
ていました。薬の使い方まで学生が細かく勉強しているのも日本との大き
な違いであったといえます。学生といっても実習で出来る範囲が多く，患
者とじかに触れ合う機会が多いことも特徴であったといえます。日本にお
ける初期臨床研修医と学生の中間くらいのスタンスで実習を行っていまし
た。日本の学生よりも勉強量も多く，運動に参加しない人は毎日帰ってか
らずっと部屋で勉強をするという学生も少なくありませんでした。また，
余談ですが多くが日本の漫画に非常に興味をもっており，そのお陰か，日
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本人に対してもともと好印象を抱いている人が多いなという印象を持ちました。私は全く漫画に詳しくな
かったので話を発展させることができませんでしたが，そういった知識があるといいかもしれません。一部
の熱心な学生は，毎週の漫画の発刊を楽しみにしていたりしました。
彼らとの日常会話の多くは，私の場合彼らの言語を教えてもらうことに充てられました。常にマレーシア
語会話集を片手に持ち，その内容を聞いたり，発音を教えてもらったり，使い方を確認したりといったもの
でした。私は英語を勉強しに行った部分が大きかったのに，現地の言葉を勉強するなんて一見無駄なことに
見えますが，それは大きな間違いです。彼らは自分の言語に興味を持っているだけで，好意的に思ってく
れ，話題が弾みます。また，彼らはやはりマレー語のプロなので様々なことを教えてくれるので，その会話
の過程で英語を話し，聞く機会がかなり増えます。マレーシアで実習を行う際は必ずマレー語会話集をバイ
ブルとして持ち歩くことをオススメします。
５．Health Carnival
５月２１日に大学が休みだったのですが，学生が主催で行う Health Carnival というものに参加させていた
だきました。Health Carnival というのは学生が地域に出向き，そこで無料の健康診断や健康に関する講習
を行うことで学生の知識を高めると同時に，それこそお祭りらしい企画で子供たちと触れ合うという内容の
ものです。Health Carnival には製薬企業などがスポンサーとして参加し，血糖測定のキットなどを無償で
提供していました。
そこでは私たち日本の学生も検査係として血圧を測定したり，血糖測定をしたりすることが出来ました。
またその結果をマレーシアの学生が住民に説明しアドバイスをすることで，双方の利益になる見事なシステ
ムになっていました。そこでの１日は忙しく，血糖検査も血圧測定もそこまで体験したことがない私にとっ
て，それこそ日本で出来る何十倍もの経験をさせていただくことが出来ました。
６．マレーシアで学んだこと
マレーシアでは日本ではまず出来ないような処置を多く，
実際に体験することが出来ました。日本では学生が患者に関
わることはそこまで深くなく，あくまで学習のためでした
が，マレーシアでは簡単なものに限定されますが学生も実際
に治療に関わっていたため，日本ではできない体験につなが
りました。また，もちろん医学的知識の勉強もしました。彼
らは臨床的な知識が深く，日本とは違ったアプローチで勉強
をすることが出来ました。
実際にマレーシアでの実習を終えて，英語力は向上したと
確信しています。マレーシアの英語は若干なまりが強く，聞
き取りにくかったのですが，それが逆に英語のスキル向上に
大きく寄与したと思います。何より，机上の道具にすぎなかった英語を実際に使い，会話しただけでも英語
に対する見方を変え，それが英語力の向上に大きな意味をもたらしたと考えられます。また，私はマレー語
も副産物的に勉強することができたので，最終的には簡単な会話の受け答えをマレー語で出来るようになり
ました。これは一石二鳥として得られたものではなく，どちらも必須かつ相乗効果で英語とマレー語の勉強
ができたというのが私の結論です。
彼らの優しさと，生活や宗教，考え方を学びました。結論から言えば，日本とは全く違った彼らの性質は
私の人生経験を深くしてくれたといえます。何より向こうですごく優しく接してくれた友人はこれから先の
人生においても大きな宝物を残してくれたと思います。国も，宗教も，生活も違う彼らが私に与えてくれた
優しさこそ，今回の実習で得た一番の収穫です。
７．最後に
正直な話をすると，この実習は私の想像していた海外実習とは全く違ったものとなりました。一時期は，
どうしてこの実習を選んだのかと落ち込んだ１日があったのも事実になります。それでも，すべてを終えた
今では，その予定外をはるかに上回って私にとって本当に大切な経験をさせてもらえたと断言できます。こ
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こまで海外での実習に満足できた大きな要因は，①友人の誘いはすべてとりあえず乗ってみる，②とにかく
積極的に行動する，の２つを重視して終始実習を行ったからだと考えています。逆に上の２つが全く出来な
いのであれば，海外での実習はあまりお勧めしません。どうか，何事にも踏み出す勇気をもって海外へと旅
立ってほしいと思います。
マレーシアで一緒に生活してくれた４人のメンバーには本当に感謝しています。ずぼらな私なので，彼ら
の支えなしではあの１ヶ月間は過ごせませんでした。本当にありがとうございました。この文章で届くこと
はないのですが，マレーシアでお世話になった先生，そして大切な友人たち，本当にありがとうございまし
た。彼らに出会えたことはやはり私の宝物です。
最後に，このような機会を与えてくださった山城先生，本当にありがとうございました。ご迷惑ばかりか
けましたが，いつも笑っていてくださる先生がおられたからこそ，私の充実した１ヶ月間がありました。本
当に，本当にありがとうございました。
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